
令和3年度（2021年度）第3回政策会議の主な内容は以下のとおりです。

1
市営西谷住宅建替事
業について

導入可能性調査による詳細評価の結果に基づき、公民
連携手法により市営西谷住宅建替事業を実施する。

・建替事業実施にあたっては、入居者の状況に配慮しなが
ら、円滑に進めること。

・主な意見を踏まえながら、提案の趣
旨に沿って、取組みを進めること。

都市計画推進部
住宅課

2
外国人英語指導助手
派遣事業の拡充

児童生徒の英語運用能力全般の向上を図るため、小中
学校を対象とした外国人英語指導助手の派遣を拡充す
る。

・事業効果を検証しながら、段階的に拡充を進めること。
・主な意見を踏まえながら、提案の趣
旨に沿って、取組みを進めること。

教育委員会事務局
学校教育課

3
中学校における部活
動のサポート制度の
導入

生徒のスポーツ・文化活動の向上のため、中学校にお
いて、部活動のサポート制度を導入（部活動指導協力
者の拡充及び部活動指導員の雇用）し、部活動の充実
を図る。

・生徒のニーズを把握しながら、部活動の充実を図ること。
・主な意見を踏まえながら、提案の趣
旨に沿って、取組みを進めること。

教育委員会事務局
学校運営改革PT

4
放課後等の児童の居
場所づくり事業の充
実について

子どもたちへ安心・安全な放課後の居場所を提供する
ため、「校庭・教室開放」及び「学校プール開放」の
内容を充実させる。また、地域子ども教室について
も、本事業との連携を検討する。

・多目的室やランチルーム等学校施設を活用した運営につい
て検討すること。
・「校庭・教室開放」及び「学校プール開放」について、円
滑に連携できる仕組みとすること。

・主な意見を踏まえながら、提案の趣
旨に沿って、取組みを進めること。

教育委員会事務局
学び育ち支援課
学校教育課

5
放課後こどもクラブ
の充実について

放課後こどもクラブの充実と持続的な運営のため、南
部地域の小学校を対象に順次民間委託する。

・民間活力の導入を円滑に進めるため、導入スケジュールに
ついて十分に検討すること。
・放課後こどもクラブ室の確保にあたっては、学校内施設の
活用も検討すること。

・主な意見を踏まえながら、提案の趣
旨に沿って、取組みを進めること。

教育委員会事務局
学び育ち支援課
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6 電力の地産地消事業
ゼロカーボンシティの実現に向けて、市域で発電され
た再生可能エネルギー（太陽光発電や余熱利用等）の
余剰電力などを市域で消費する仕組みを構築する。

・費用対効果に留意し、事業の実現可能性を検討すること。
・主な意見を踏まえながら、提案の趣
旨に沿って、取組みを進めること。

環境部
環境政策課

7
（仮称）スマートハ
ウス等支援補助金の
創設

ゼロカーボンシティの実現に向けて、家庭向けに行っ
ている4つの補助金（新築住宅のZEH※１に対する補助
等）を１本化し、新たな制度として補助内容を充実さ
せる。

・ゼロカーボンシティの実現に資する事業となるよう、事業の効果
検証を行うこと。

・主な意見を踏まえながら、提案の趣
旨に沿って、取組みを進めること。

環境部
環境政策課

8
児童相談所等の設置
について

児童虐待の予防から要保護支援施策まで切れめのない
相談支援体制の構築等により、すべての子どもの権利
を擁護するため、児童相談所及び一時保護所等を設置
する。

・一時保護所の設置にあたっては、児童のプライバシーや快適性
の確保にも留意すること。

・主な意見を踏まえながら、提案の趣
旨に沿って、取組みを進めること。

こども未来部
こども相談課

9

デジタルサイネージ
※２を活用した『健康
サポート薬局・豊中
モデル』の推進

市民が主体的に健康の維持・増進を行うための情報・
機会を提供するため、『健康情報拠点薬局』に設置し
ているデジタルサイネージについて、設置薬局を拡大
する。

・デジタルサイネージの双方向性を活かした運営方法を検討する
こと。

・主な意見を踏まえながら、提案の趣
旨に沿って、取組みを進めること。

健康医療部
健康政策課

10
骨髄バンクドナー支
援助成制度の創設

希望者への骨髄移植や末梢血幹細胞移植を促進するた
め、骨髄等を提供するドナーやドナー休暇を付与した
事業所に対して助成金を交付する。

・希望者や事業者が確実に制度を利用できるよう、周知を行うこ
と。

・主な意見を踏まえながら、提案の趣
旨に沿って、取組みを進めること。

健康医療部
健康政策課

11

がん患者のための
“アピアランスケ
ア”※３助成制度の創
設

誰もが自分らしく生きることのできる社会の実現に向
け、ウイッグ及び乳房補整具の購入費の一部を助成す
る。

・希望者が利用しやすい制度設計とすること。
・主な意見を踏まえながら、提案の趣
旨に沿って、取組みを進めること。

健康医療部
健康政策課
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12
「歯っぴいママ健
診」(妊産婦歯科健康
診査)

妊産婦や胎児の健康維持等を図るため、豊中市歯科健
康診査の対象を拡充し、妊産婦を対象とした歯科健診
を実施する。

・母子手帳にクーポンを添付する等、利用促進のための手法を
検討すること。

・主な意見を踏まえながら、提案の趣
旨に沿って、取組みを進めること。

健康医療部
健康政策課

13
原田緩衝緑地の整備
について

空港・航空機に親しめる場として、一般開放型で利活
用の促進を図るため、民間活力の導入（DBO方式※４）
により原田緩衝緑地を整備する。

・維持管理手法について、他市事例等も調査したうえで、方向性
を検討すること。
・クラウドファンディングの利用を検討すること。

・主な意見を踏まえながら、提案の趣
旨に沿って、取組みを進めること。

都市活力部
空港課

※１　ZEH…Net Zero Energy Houseの略。外壁や窓などの断熱性能を高め、高効率な省エネルギー設備の導入により、エネルギー消費量を大幅に減らした上で、太陽光発電などでエネルギーを創ることにより、
　　　　　　　 年間のエネルギー消費量の収支をゼロにする住宅のこと。
※２　デジタルサイネージ…ディスプレイ等の電子的な表示機器を使って情報を発信するメディアのこと。
※３　アピアランスケア…治療による外見の変化に対し医療者が行うケアのこと。
※４　DBO方式…Design Build Operateの略。設計・建設と運営・維持管理を民間事業者に一括発注すること。


